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問
（
議
員
）
　
Ｏ‐

１
５
７
の
感
染
事
案
で
は
、
３
月
に
１
名

が
感
染
し
て
い
た
こ
と
や
、
４
月
に
感
染
し
て
い
た
３
名
の

病
状
な
ど
、
真
っ
先
に
保
護
者
に
伝
え
る
べ
き
情
報
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

も
あ
る
が
、
感
染
者
が
１
名
の
場
合
で
も
市
内
の
保
育
所
や

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
保
護
者
や
関
係
者
に
情
報
を
伝
え
る

こ
と
で
注
意
喚
起
に
も
な
り
、
感
染
予
防
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
感
染
さ
れ
た
方
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
や

病
状
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
一
部
公
開
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

点
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
保
護
者
に
ご
心
配
を
お
か

け
し
た
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今

回
の
事
案
を
教
訓
と
し
、
１
名
の
感
染
で
も
伝
え
る
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
感
染
症
情
報
を
提
供
し
て
い
る
乙
訓
保

健
所
な
ど
と
協
議
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

保護者に伝えるべき
情報はなにか
日本共産党
広垣　栄治

一
般
質
問

問
（
議
員
）
　
ご
み
の
最
終
処
分
場
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
埋
立

処
分
場
と
勝
竜
寺
埋
立
地
が
あ
る
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
埋
立
処

分
場
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
の
延
長
等
に
よ
り
、
現
状
の

処
理
形
態
の
ま
ま
約
30
年
間
、
勝
竜
寺
埋
立
地
は
、
容
量
が

後
16
年
程
度
確
保
で
き
る
が
、
最
終
処
分
場
の
延
命
を
い
か

に
し
て
図
る
か
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
ご
み
の
総
量
減
量

の
他
に
も
い
ろ
ん
な
手
だ
て
が
で
き
る
と
思
う
が
、
今
後
の

最
終
処
分
場
と
ご
み
の
減
量
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
新
た
な
埋
立
処
分
場
の
設
置
は
、
非
常
に
困
難

で
あ
る
た
め
、
現
在
の
勝
竜
寺
埋
立
地
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
埋

立
処
分
場
を
長
く
大
切
に
使
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
排
出
者
で
あ
る
市
民
や
事
業
者
が
と
も
に
連

携
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
施
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
次
期
処
理
基
本
計
画
や
処
理
施
設
整
備
基

本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
し
っ
か
り
と
最
終
処
分
場

や
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ごみの減量と
最終処分場の今後は
日本維新の会と市民派の会
小谷　宗太郎

問
（
議
員
）
　
小
畑
川
右
岸
の
神
足
橋
か
ら
大
門
橋
の
河
川
管

理
用
通
路
は
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
街
灯
が
な
く
夜

は
真
っ
暗
に
な
り
危
険
で
あ
る
。
防
犯
灯
の
設
置
を
以
前
か

ら
要
望
し
て
い
る
が
、
堤
防
の
の
り
面
に
は
構
造
物
を
立
て

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
電
気
工
事

業
者
に
よ
れ
ば
、
の
り
面
で
な
く
、
底
地
で
あ
れ
ば
設
置
可

能
で
は
な
い
か
と
聞
い
た
。
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
も
、
防

犯
灯
の
設
置
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
堤
防
の
定
規
断
面
を
侵
す
構
造
物
の
設
置
は
、

基
本
的
に
占
用
許
可
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
底
地
へ
の

設
置
で
は
、
通
常
よ
り
も
長
い
支
柱
の
防
犯
灯
が
必
要
で
、

基
礎
も
よ
り
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
定
規
断
面
を
侵
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
占
用
許
可
を
得
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

土
手
外
側
の
民
地
に
設
置
す
る
場
合
も
、
所
有
者
の
承
諾
が

必
要
な
た
め
非
常
に
難
し
い
が
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る

京
都
府
と
の
協
議
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

神足橋から大門橋の
土手に防犯灯を
日本共産党
住田　初恵 ■防犯灯のない小畑川堤防

問
（
議
員
）
　
神
足
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
の
保
護
者
説

明
会
の
中
で
は
、
保
護
者
か
ら
、
仕
様
書
の
策
定
や
保
育
事

業
者
の
選
定
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
要
望
が
出
て
い
る
。

保
育
と
は
、
保
護
者
の
積
極
的
な
理
解
と
関
与
が
あ
っ
て
初

め
て
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

意
見
等
の
収
集
で
は
な
く
、
市
の
設
置
す
る
委
員
会
な
ど
に

も
複
数
の
保
護
者
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
業
者
選
定
の
公
募
に
係
る
仕
様
書
に
つ
い
て
は
、

市
で
仕
様
書
の
案
を
策
定
し
た
あ
と
、
保
護
者
や
児
童
対
策

審
議
会
に
示
し
、
そ
こ
で
出
た
意
見
等
を
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
業
者
選
定
に
つ
い
て
も
、
児

童
対
策
審
議
会
の
委
員
と
し
て
連
合
保
護
者
会
の
代
表
に
参

画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、
保
護
者
の
代
表
の
方
に

も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

神足保育所民営化への
保護者の参画は
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
本
市
の
農
業
で
は
、
約
15
年
前
か
ら
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
深
刻
な
有
害
鳥
獣
被
害
を
受
け
て
い

る
。
被
害
に
よ
る
金
銭
的
損
失
も
あ
る
が
、
農
家
の
方
の
栽

培
意
欲
の
喪
失
な
ど
、
本
市
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
深
刻

で
あ
る
。
本
市
が
設
置
し
た
防
護
柵
は
、
職
員
や
農
家
組
合

に
よ
る
維
持
管
理
で
適
正
に
機
能
し
て
い
る
が
、
西
山
キ
ャ

ン
プ
場
以
北
の
京
都
市
管
理
の
防
護
柵
は
、
破
損
箇
所
が
数

カ
所
あ
り
、
被
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
防
護

柵
全
体
が
機
能
す
る
よ
う
な
対
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
と
隣
接
す
る
防
護
柵
を
管
理
す
る
京
都
市

西
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
防
護
柵
の
適
切
な
保
全
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
地
元
へ
の
指
導
と
支
援
を
毎
年
依
頼

し
て
い
る
。
昨
年
の
台
風
に
よ
る
被
災
箇
所
に
つ
い
て
も
復

旧
依
頼
を
し
た
が
、
現
時
点
で
も
復
旧
に
至
っ
て
い
な
い
。

京
都
市
と
連
携
し
た
広
域
的
な
防
護
柵
の
維
持
管
理
の
た
め
、

今
後
も
京
都
市
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

有害鳥獣被害の
防止に向けて
平成自由クラブ
小野　洋史

問
（
議
員
）
　
竹
寿
苑
は
施
設
が
古
い
た
め
、
ト
イ
レ
は
和
式

が
多
く
、
緊
急
呼
び
出
し
ベ
ル
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
利

用
者
が
安
心
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
施
設
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
竹
寿
苑
は
、
新
施
設
へ
移
行
す
る
予
定
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ま
だ
何
年
も
利
用
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
通
常
の
修
繕
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
改
修
が
必
要

と
思
う
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
竹
寿
苑
の
施
設
の
設
備
改
修
に
つ
い
て
は
、
移

転
ま
で
の
期
間
も
現
状
の
施
設
設
備
を
維
持
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
改
修
、
緊
急

呼
び
出
し
ベ
ル
の
設
置
な
ど
は
、
構
造
や
配
線
等
の
改
修
も

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
等
を
算
出
し
、
緊

急
性
や
必
要
性
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
計
画
的
な
改
修
も
、
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
来
年
度
ま
で
に
策
定
予
定
の
竹
寿

苑
の
個
別
施
設
計
画
で
整
理
し
て
い
き
た
い
。

竹寿苑の
整備改善について
日本共産党
二階堂　恵子

土砂災害警戒区域周辺住宅、住民の避難対策を/住
宅開発が進む長岡第五小学校の大規模化対策を/放
課後児童クラブ正規指導員の配置について

その他の
一般質問 観光振興に関してその他の

一般質問

上下水道行政について/市職員の処遇改善に
ついて

その他の
一般質問

　
６
月
定
例
会
で
は
、
18
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■防護柵の点検■竹寿苑

■感染予防に手あらいを■乙訓環境衛生組合■神足保育所

　
一
般
質
問
と
は
、
行
政
事

務
全
般
に
つ
い
て
、
議
員
が

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を

質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
関
係
な
く
、
自

由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

子育て支援事業についてその他の
一般質問

幼児教育・保育の「無償化」についてその他の
一般質問

中小企業振興条例についてその他の
一般質問
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を
侵
す
構
造
物
の
設
置
は
、

基
本
的
に
占
用
許
可
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
底
地
へ
の

設
置
で
は
、
通
常
よ
り
も
長
い
支
柱
の
防
犯
灯
が
必
要
で
、

基
礎
も
よ
り
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
定
規
断
面
を
侵
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
占
用
許
可
を
得
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

土
手
外
側
の
民
地
に
設
置
す
る
場
合
も
、
所
有
者
の
承
諾
が

必
要
な
た
め
非
常
に
難
し
い
が
、
引
き
続
き
管
理
者
で
あ
る

京
都
府
と
の
協
議
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

神足橋から大門橋の
土手に防犯灯を
日本共産党
住田　初恵 ■防犯灯のない小畑川堤防

問
（
議
員
）
　
神
足
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
の
保
護
者
説

明
会
の
中
で
は
、
保
護
者
か
ら
、
仕
様
書
の
策
定
や
保
育
事

業
者
の
選
定
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
の
要
望
が
出
て
い
る
。

保
育
と
は
、
保
護
者
の
積
極
的
な
理
解
と
関
与
が
あ
っ
て
初

め
て
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

意
見
等
の
収
集
で
は
な
く
、
市
の
設
置
す
る
委
員
会
な
ど
に

も
複
数
の
保
護
者
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
業
者
選
定
の
公
募
に
係
る
仕
様
書
に
つ
い
て
は
、

市
で
仕
様
書
の
案
を
策
定
し
た
あ
と
、
保
護
者
や
児
童
対
策

審
議
会
に
示
し
、
そ
こ
で
出
た
意
見
等
を
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
業
者
選
定
に
つ
い
て
も
、
児

童
対
策
審
議
会
の
委
員
と
し
て
連
合
保
護
者
会
の
代
表
に
参

画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
、
保
護
者
の
代
表
の
方
に

も
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

神足保育所民営化への
保護者の参画は
日本共産党
小原　明大

問
（
議
員
）
　
本
市
の
農
業
で
は
、
約
15
年
前
か
ら
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
深
刻
な
有
害
鳥
獣
被
害
を
受
け
て
い

る
。
被
害
に
よ
る
金
銭
的
損
失
も
あ
る
が
、
農
家
の
方
の
栽

培
意
欲
の
喪
失
な
ど
、
本
市
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
深
刻

で
あ
る
。
本
市
が
設
置
し
た
防
護
柵
は
、
職
員
や
農
家
組
合

に
よ
る
維
持
管
理
で
適
正
に
機
能
し
て
い
る
が
、
西
山
キ
ャ

ン
プ
場
以
北
の
京
都
市
管
理
の
防
護
柵
は
、
破
損
箇
所
が
数

カ
所
あ
り
、
被
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
防
護

柵
全
体
が
機
能
す
る
よ
う
な
対
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
と
隣
接
す
る
防
護
柵
を
管
理
す
る
京
都
市

西
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
防
護
柵
の
適
切
な
保
全
と

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
地
元
へ
の
指
導
と
支
援
を
毎
年
依
頼

し
て
い
る
。
昨
年
の
台
風
に
よ
る
被
災
箇
所
に
つ
い
て
も
復

旧
依
頼
を
し
た
が
、
現
時
点
で
も
復
旧
に
至
っ
て
い
な
い
。

京
都
市
と
連
携
し
た
広
域
的
な
防
護
柵
の
維
持
管
理
の
た
め
、

今
後
も
京
都
市
へ
の
働
き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

有害鳥獣被害の
防止に向けて
平成自由クラブ
小野　洋史

問
（
議
員
）
　
竹
寿
苑
は
施
設
が
古
い
た
め
、
ト
イ
レ
は
和
式

が
多
く
、
緊
急
呼
び
出
し
ベ
ル
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
利

用
者
が
安
心
、
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
施
設
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
竹
寿
苑
は
、
新
施
設
へ
移
行
す
る
予
定
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ま
だ
何
年
も
利
用
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
通
常
の
修
繕
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
改
修
が
必
要

と
思
う
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
竹
寿
苑
の
施
設
の
設
備
改
修
に
つ
い
て
は
、
移

転
ま
で
の
期
間
も
現
状
の
施
設
設
備
を
維
持
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
改
修
、
緊
急

呼
び
出
し
ベ
ル
の
設
置
な
ど
は
、
構
造
や
配
線
等
の
改
修
も

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
等
を
算
出
し
、
緊

急
性
や
必
要
性
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
計
画
的
な
改
修
も
、
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
来
年
度
ま
で
に
策
定
予
定
の
竹
寿

苑
の
個
別
施
設
計
画
で
整
理
し
て
い
き
た
い
。

竹寿苑の
整備改善について
日本共産党
二階堂　恵子

土砂災害警戒区域周辺住宅、住民の避難対策を/住
宅開発が進む長岡第五小学校の大規模化対策を/放
課後児童クラブ正規指導員の配置について

その他の
一般質問 観光振興に関してその他の

一般質問

上下水道行政について/市職員の処遇改善に
ついて

その他の
一般質問

　
６
月
定
例
会
で
は
、
18
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

■防護柵の点検■竹寿苑

■感染予防に手あらいを■乙訓環境衛生組合■神足保育所

　
一
般
質
問
と
は
、
行
政
事

務
全
般
に
つ
い
て
、
議
員
が

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を

質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　
議
案
と
は
関
係
な
く
、
自

由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

子育て支援事業についてその他の
一般質問

幼児教育・保育の「無償化」についてその他の
一般質問

中小企業振興条例についてその他の
一般質問



長岡京市議会だより　No.225 8長岡京市議会だより　No.2259

問
（
議
員
）
　
保
育
所
の
入
所
選
考
作
業
は
、
申
し
込
み
か
ら

選
考
発
表
ま
で
２
カ
月
以
上
か
か
っ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら

は
も
う
少
し
早
く
発
表
で
き
な
い
の
か
と
い
う
声
が
あ
る
。

他
市
で
は
Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
常
に
短

い
時
間
で
選
考
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
迅
速
な
保
育
所
入
所
選

考
作
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の
選
考
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
選
考
期
間
の
短
縮
や
、
職
員
へ
の
負
担
軽
減
等

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
の
導
入
は
、

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
、
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
経
費
や
付
加
機

能
の
有
無
等
、
導
入
に
よ
る
効
果
等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
務
作
業
等
で
利
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

全
庁
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保育所の入所選考に
ＡＩの導入を
輝（かがやき）
冨田　達也

問
（
議
員
）
　
歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
歩

く
こ
と
で
身
体
活
動
量
を
維
持
し
、
健
康
増
進
の
効
果
を
得

ら
れ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
。
日

々
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
ま
ち
を
歩
く
こ
と
は
、
健
康
増
進

効
果
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
の
増
加
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
に
お
け
る
地
域
活
力
が
向
上
し
、

ま
た
、
多
く
の
人
々
が
ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
歩
く

市
民
が
ふ
え
る
と
い
う
好
循
環
を
も
た
ら
す
。
本
市
の
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
開
を
問
う
。

答
（
市
側
）
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

報
償
品
と
し
て
、
商
店
で
の
割
引
や
協
賛
品
な
ど
の
協
力
を

呼
び
か
け
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
仕
組
み
と
連
動
さ
せ
、
市

内
の
商
店
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ま
ち
の
活
性
化
も
目
指
し
た
い
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
展
開
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や
関

連
部
署
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
健
康
で
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

健康なまちづくりへの
今後の展開は
平成市民クラブ
中小路　貴司

問
（
議
員
）
　
痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
た

び
に
、
安
全
対
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。
本
市
で
は
、

変
則
で
交
通
量
の
多
い
馬
場
１
丁
目
交
差
点
が
、
歩
行
者
に

と
っ
て
非
常
に
危
険
な
状
況
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
馬
場

１
丁
目
交
差
点
の
短
期
的
で
即
効
的
な
対
策
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
ポ
ー
ル
の
設
置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
手

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
大
津
市
で
の
事
故
を
受
け
て
、
馬
場
１
丁
目
を

含
む
主
要
な
交
差
点
５
カ
所
に
つ
い
て
、
向
日
町
警
察
署
と

と
も
に
行
っ
た
現
地
調
査
で
、
安
全
対
策
の
検
討
を
行
い
、

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の
施
設
設
置
や
、
交
差
点
内
の
路
面
標

示
の
追
加
な
ど
、
安
全
対
策
案
を
作
成
し
て
い
る
。
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
未
就
学
児
施
設
等
の

施
設
外
活
動
コ
ー
ス
等
の
安
全
点
検
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
、

関
係
機
関
と
協
議
、
調
整
を
行
い
、
緊
急
度
、
優
先
度
を
見

定
め
、
計
画
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

馬場１丁目交差点の
歩行者の安全対策は
平成西山クラブ
田村　直義

問
（
議
員
）
　
在
宅
介
護
は
、
介
護
す
る
方
の
負
担
を
い
か
に

軽
減
す
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。
本
市
で
も
、
家
族
で
介
護
に
携
わ
る
方
を
支
援
す

る
た
め
、
介
護
か
ら
一
時
的
に
離
れ
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
る
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
平
成
31
年
４
月
に
地
域
支
援
事
業
の
実
施
要
項
が
改
正

さ
れ
、
家
族
介
護
支
援
事
業
と
し
て
、
家
族
介
護
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
の
適
用
要
件
が
見
直
さ
れ
た
と
聞
く
。
国
の
要

綱
改
正
を
受
け
、
市
と
し
て
、
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
充

実
し
た
内
容
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
国
の
適
用
要
件
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
家
族
介
護
の
支
援
や
負
担
の
軽

減
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
事

業
内
容
や
適
用
要
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

家族介護者リフレッシュ
事業の今後は
平成西山クラブ
白石　多津子

問
（
議
員
）
　
滝
ノ
町
保
育
所
で
の
Ｏ‐

１
５
７
の
感
染
に
つ

い
て
、
４
月
18
日
に
一
人
目
の
児
童
の
感
染
が
乙
訓
保
健
所

か
ら
市
に
報
告
さ
れ
た
際
、
手
拭
タ
オ
ル
を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
に
切
り
替
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、
保
護
者
に
は
Ｏ‐

１
５

７
の
説
明
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
一
人
目
の
感
染
報
告
で

あ
れ
ば
、
園
外
感
染
も
考
え
ら
れ
る
が
、
保
育
所
で
感
染
者

が
出
れ
ば
、
市
は
、
何
よ
り
も
優
先
し
て
保
護
者
に
報
告
す

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
（
市
側
）
　
一
人
目
の
感
染
を
確
認
後
、
乙
訓
保
健
所
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
感
染
の
拡
大
防
止
に
向
け
て
タ
オ
ル

の
切
り
替
え
や
消
毒
な
ど
の
対
応
を
し
た
。
下
痢
や
嘔
吐
で

休
ん
で
い
る
園
児
も
い
た
が
、
Ｏ‐

１
５
７
と
の
確
認
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
の
も
と
で
、
感
染
拡
大
の
判
断
が
で
き
ず
、

一
人
目
の
時
点
で
は
保
護
者
へ
の
報
告
は
控
え
た
。
し
か
し
、

二
人
目
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
段
階
で
す
ぐ
に
保
護
者
説
明

会
を
開
催
し
、
感
染
に
係
る
概
要
を
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
。

Ｏ－１５７感染における
保護者への対応は
日本維新の会と市民派の会
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
今
年
３
月
に
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
全
体
計
画
と
と
も
に
将
来
の
イ
メ
ー
ジ

が
示
さ
れ
た
。
今
後
の
整
備
に
向
け
て
、
今
年
度
は
土
地
区

画
整
理
事
業
の
調
査
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭

和
32
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
広
範
囲
な
事
業
区
域
を
、

基
本
計
画
に
沿
っ
て
見
直
す
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。

地
権
者
と
の
合
意
形
成
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
基
本
計
画
の
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
駅
周
辺
の
地
域
を
14
エ
リ
ア
に
分
割

し
て
報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
報
告
会
終
了
後
は
、
各
エ
リ

ア
に
合
っ
た
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
会
や
意
向
調
査
を
実
施
し

て
い
く
。
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
し
て
は
、
土
地
・
建
物

所
有
者
等
や
、
関
係
機
関
の
意
向
を
聞
き
、
関
連
事
業
と
の

整
合
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
施
行
区
域
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
た
ち
で

考
え
て
い
く
と
い
っ
た
機
運
の
醸
成
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

長岡天神駅周辺整備
の進め方は
平成市民クラブ
三木　常照 ■家族介護者リフレッシュ■馬場１丁目交差点■保育所のイメージ■報告会の様子

■ＡＩ導入による効果■アプリ「あるくと（aruku&）」

上下水道ビジョン（経営戦略）に関してその他の
一般質問

魅力発信に関して/子どもの体力に関してその他の
一般質問 補助金のあり方についてその他の

一般質問

スポーツ振興に関して/駐輪場に関してその他の
一般質問まちづくり協議についてその他の

一般質問
買物弱者対策について/乳幼児期における親
と過ごす時間の育ちへの影響について

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

議員政策研究会
「性の多様性社会研究分科会」が発足

分科会委員名簿

廃棄物の最終処分場の
確保のため、臨海部に
発達した大都市とその
後背地を含めた広域圏
に、複数の自治体が共
同で利用する広域処分
場を整備し、廃棄物の
収集・処理・処分を行
うとともに、埋立跡地
に大規模な人工島を造
成する計画です。

病原性大腸菌のうち、
腸管出血性大腸菌の一
種です。人や動物の体
内に侵入すると、タン
パク質の一種であるベ
ロ毒素を放出し、激し
い下痢や腹痛を起こす
ことがあります。

意欲向上や目標達成の
ための刺激策で、人々
の意思決定や行動を変
化させるような要因の
１つです。

人工知能を意味する
「Artificial Intelligence」
の略語です。人間が
持っている学習・推論・
判断などの能力をコン
ピューターでも可能に
するための技術の総称
です。

インセンティブ

フェニックス計画 Ｏ－１５７

ＡＩ

　ＬＧＢＴをはじめとする、性の多様性への
理解をより深めるため、令和元年６月に議員
政策研究会性の多様性社会研究分科会を発足
しました。性の多様性について研究していき
ます。

会　長　冨田　達也
副会長　小原　明大
委　員　西條　利洋　　寺嶋　智美
　　　　宮小路康文　　住田　初恵
　　　　白石多津子　　浜野　利夫
　　　　小野　洋史　　石井　啓子



長岡京市議会だより　No.225 8長岡京市議会だより　No.2259

問
（
議
員
）
　
保
育
所
の
入
所
選
考
作
業
は
、
申
し
込
み
か
ら

選
考
発
表
ま
で
２
カ
月
以
上
か
か
っ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら

は
も
う
少
し
早
く
発
表
で
き
な
い
の
か
と
い
う
声
が
あ
る
。

他
市
で
は
Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
常
に
短

い
時
間
で
選
考
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
迅
速
な
保
育
所
入
所
選

考
作
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の
選
考
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
選
考
期
間
の
短
縮
や
、
職
員
へ
の
負
担
軽
減
等

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
の
導
入
は
、

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
、
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
経
費
や
付
加
機

能
の
有
無
等
、
導
入
に
よ
る
効
果
等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
務
作
業
等
で
利
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

全
庁
的
な
利
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保育所の入所選考に
ＡＩの導入を
輝（かがやき）
冨田　達也

問
（
議
員
）
　
歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、
歩

く
こ
と
で
身
体
活
動
量
を
維
持
し
、
健
康
増
進
の
効
果
を
得

ら
れ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
。
日

々
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
ま
ち
を
歩
く
こ
と
は
、
健
康
増
進

効
果
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
の
増
加
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
に
お
け
る
地
域
活
力
が
向
上
し
、

ま
た
、
多
く
の
人
々
が
ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
歩
く

市
民
が
ふ
え
る
と
い
う
好
循
環
を
も
た
ら
す
。
本
市
の
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
開
を
問
う
。

答
（
市
側
）
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

報
償
品
と
し
て
、
商
店
で
の
割
引
や
協
賛
品
な
ど
の
協
力
を

呼
び
か
け
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
仕
組
み
と
連
動
さ
せ
、
市

内
の
商
店
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ま
ち
の
活
性
化
も
目
指
し
た
い
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
展
開
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
や
関

連
部
署
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
健
康
で
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

健康なまちづくりへの
今後の展開は
平成市民クラブ
中小路　貴司

問
（
議
員
）
　
痛
ま
し
い
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
た

び
に
、
安
全
対
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。
本
市
で
は
、

変
則
で
交
通
量
の
多
い
馬
場
１
丁
目
交
差
点
が
、
歩
行
者
に

と
っ
て
非
常
に
危
険
な
状
況
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
馬
場

１
丁
目
交
差
点
の
短
期
的
で
即
効
的
な
対
策
と
し
て
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
ポ
ー
ル
の
設
置
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
手

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
大
津
市
で
の
事
故
を
受
け
て
、
馬
場
１
丁
目
を

含
む
主
要
な
交
差
点
５
カ
所
に
つ
い
て
、
向
日
町
警
察
署
と

と
も
に
行
っ
た
現
地
調
査
で
、
安
全
対
策
の
検
討
を
行
い
、

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど
の
施
設
設
置
や
、
交
差
点
内
の
路
面
標

示
の
追
加
な
ど
、
安
全
対
策
案
を
作
成
し
て
い
る
。
現
在
実

施
さ
れ
て
い
る
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
未
就
学
児
施
設
等
の

施
設
外
活
動
コ
ー
ス
等
の
安
全
点
検
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
、

関
係
機
関
と
協
議
、
調
整
を
行
い
、
緊
急
度
、
優
先
度
を
見

定
め
、
計
画
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

馬場１丁目交差点の
歩行者の安全対策は
平成西山クラブ
田村　直義

問
（
議
員
）
　
在
宅
介
護
は
、
介
護
す
る
方
の
負
担
を
い
か
に

軽
減
す
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。
本
市
で
も
、
家
族
で
介
護
に
携
わ
る
方
を
支
援
す

る
た
め
、
介
護
か
ら
一
時
的
に
離
れ
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
る
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
平
成
31
年
４
月
に
地
域
支
援
事
業
の
実
施
要
項
が
改
正

さ
れ
、
家
族
介
護
支
援
事
業
と
し
て
、
家
族
介
護
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
の
適
用
要
件
が
見
直
さ
れ
た
と
聞
く
。
国
の
要

綱
改
正
を
受
け
、
市
と
し
て
、
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
充

実
し
た
内
容
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
国
の
適
用
要
件
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
家
族
介
護
の
支
援
や
負
担
の
軽

減
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
効
果
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
事

業
内
容
や
適
用
要
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

家族介護者リフレッシュ
事業の今後は
平成西山クラブ
白石　多津子

問
（
議
員
）
　
滝
ノ
町
保
育
所
で
の
Ｏ‐

１
５
７
の
感
染
に
つ

い
て
、
４
月
18
日
に
一
人
目
の
児
童
の
感
染
が
乙
訓
保
健
所

か
ら
市
に
報
告
さ
れ
た
際
、
手
拭
タ
オ
ル
を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
に
切
り
替
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、
保
護
者
に
は
Ｏ‐

１
５

７
の
説
明
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
一
人
目
の
感
染
報
告
で

あ
れ
ば
、
園
外
感
染
も
考
え
ら
れ
る
が
、
保
育
所
で
感
染
者

が
出
れ
ば
、
市
は
、
何
よ
り
も
優
先
し
て
保
護
者
に
報
告
す

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
（
市
側
）
　
一
人
目
の
感
染
を
確
認
後
、
乙
訓
保
健
所
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
感
染
の
拡
大
防
止
に
向
け
て
タ
オ
ル

の
切
り
替
え
や
消
毒
な
ど
の
対
応
を
し
た
。
下
痢
や
嘔
吐
で

休
ん
で
い
る
園
児
も
い
た
が
、
Ｏ‐

１
５
７
と
の
確
認
が
さ

れ
て
い
な
い
状
況
の
も
と
で
、
感
染
拡
大
の
判
断
が
で
き
ず
、

一
人
目
の
時
点
で
は
保
護
者
へ
の
報
告
は
控
え
た
。
し
か
し
、

二
人
目
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
段
階
で
す
ぐ
に
保
護
者
説
明

会
を
開
催
し
、
感
染
に
係
る
概
要
を
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
。

Ｏ－１５７感染における
保護者への対応は
日本維新の会と市民派の会
西條　利洋

問
（
議
員
）
　
今
年
３
月
に
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
全
体
計
画
と
と
も
に
将
来
の
イ
メ
ー
ジ

が
示
さ
れ
た
。
今
後
の
整
備
に
向
け
て
、
今
年
度
は
土
地
区

画
整
理
事
業
の
調
査
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭

和
32
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
広
範
囲
な
事
業
区
域
を
、

基
本
計
画
に
沿
っ
て
見
直
す
こ
と
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。

地
権
者
と
の
合
意
形
成
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
年
度
は
、
基
本
計
画
の
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
駅
周
辺
の
地
域
を
14
エ
リ
ア
に
分
割

し
て
報
告
会
を
行
っ
て
い
る
。
報
告
会
終
了
後
は
、
各
エ
リ

ア
に
合
っ
た
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
会
や
意
向
調
査
を
実
施
し

て
い
く
。
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
し
て
は
、
土
地
・
建
物

所
有
者
等
や
、
関
係
機
関
の
意
向
を
聞
き
、
関
連
事
業
と
の

整
合
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
施
行
区
域
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
た
ち
で

考
え
て
い
く
と
い
っ
た
機
運
の
醸
成
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

長岡天神駅周辺整備
の進め方は
平成市民クラブ
三木　常照 ■家族介護者リフレッシュ■馬場１丁目交差点■保育所のイメージ■報告会の様子

■ＡＩ導入による効果■アプリ「あるくと（aruku&）」

上下水道ビジョン（経営戦略）に関してその他の
一般質問

魅力発信に関して/子どもの体力に関してその他の
一般質問 補助金のあり方についてその他の

一般質問

スポーツ振興に関して/駐輪場に関してその他の
一般質問まちづくり協議についてその他の

一般質問
買物弱者対策について/乳幼児期における親
と過ごす時間の育ちへの影響について

その他の
一般質問

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

議員政策研究会
「性の多様性社会研究分科会」が発足

分科会委員名簿

廃棄物の最終処分場の
確保のため、臨海部に
発達した大都市とその
後背地を含めた広域圏
に、複数の自治体が共
同で利用する広域処分
場を整備し、廃棄物の
収集・処理・処分を行
うとともに、埋立跡地
に大規模な人工島を造
成する計画です。

病原性大腸菌のうち、
腸管出血性大腸菌の一
種です。人や動物の体
内に侵入すると、タン
パク質の一種であるベ
ロ毒素を放出し、激し
い下痢や腹痛を起こす
ことがあります。

意欲向上や目標達成の
ための刺激策で、人々
の意思決定や行動を変
化させるような要因の
１つです。

人工知能を意味する
「Artificial Intelligence」
の略語です。人間が
持っている学習・推論・
判断などの能力をコン
ピューターでも可能に
するための技術の総称
です。

インセンティブ

フェニックス計画 Ｏ－１５７

ＡＩ

　ＬＧＢＴをはじめとする、性の多様性への
理解をより深めるため、令和元年６月に議員
政策研究会性の多様性社会研究分科会を発足
しました。性の多様性について研究していき
ます。

会　長　冨田　達也
副会長　小原　明大
委　員　西條　利洋　　寺嶋　智美
　　　　宮小路康文　　住田　初恵
　　　　白石多津子　　浜野　利夫
　　　　小野　洋史　　石井　啓子
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問
（
議
員
）
　
先
日
、
大
津
市
で
信
号
待
ち
の
園
児
の
列
に
車

が
突
っ
込
ん
だ
痛
ま
し
い
事
故
で
は
、
多
く
の
死
傷
者
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
も
全
国
で
交
差
点
事
故
が
相
次
い
で
起
こ

っ
て
い
る
。
こ
の
事
故
の
教
訓
か
ら
、
道
路
の
管
理
責
任
を

問
わ
ず
、
信
号
機
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
長
岡
京
市
内
の
交

差
点
と
、
そ
の
周
辺
の
待
機
場
所
な
ど
の
安
全
確
保
の
調
査

や
、
計
画
的
対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
早
急
に
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
５
月
13
日
か
ら
、
市
内
の
市
道
に

限
ら
ず
、
制
限
速
度
が
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幹
線
道
路

に
お
け
る
主
要
な
交
差
点
に
お
い
て
、
向
日
町
警
察
署
と
と

も
に
現
場
調
査
を
行
い
、
各
交
差
点
の
安
全
対
策
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
保
育

園
や
幼
稚
園
な
ど
の
安
全
点
検
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
、
向

日
町
警
察
署
と
協
議
し
、
緊
急
度
や
優
先
度
を
見
定
め
た
上

で
計
画
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

歩行者の安全確保の
見通しは
日本共産党
浜野　利夫

問
（
議
員
）
　
待
機
児
童
問
題
解
消
の
政
策
に
、
保
育
士
宿
舎

借
り
上
げ
支
援
事
業
が
あ
る
。
支
援
事
業
は
、
国
や
自
治
体

が
保
育
園
に
対
し
て
保
育
士
の
住
宅
費
用
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
保
育
士
の
人
材
確
保
な
ど
を
進
め
る
政
策
で
あ
り
、
ま

た
、
家
賃
負
担
を
減
ら
せ
る
な
ど
、
働
き
始
め
の
保
育
士
を

応
援
す
る
制
度
で
も
あ
る
。
本
市
で
も
支
援
事
業
を
活
用
し
、

市
内
に
住
ん
で
も
ら
い
、
市
民
と
し
て
活
躍
す
る
保
育
士
の

確
保
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
は
、
保
育
士

の
就
業
の
継
続
や
離
職
の
防
止
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
保

育
施
設
等
の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
依
然
課
題
が
残

っ
て
い
る
。
本
市
に
と
っ
て
支
援
事
業
の
効
果
が
ど
の
程
度

期
待
で
き
る
の
か
を
含
め
、
他
市
で
の
保
育
士
の
人
材
確
保

策
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保育士宿舎借り上げ
支援事業の活用を
公明党
山本　智

問
（
議
員
）
　
抵
抗
力
が
弱
く
身
体
の
機
能
が
未
熟
な
乳
幼
児

が
集
団
生
活
を
し
て
い
る
保
育
所
な
ど
の
場
に
お
い
て
は
、

感
染
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
育
所
の
全
職
員
が
情
報
を
共

有
し
、
速
や
か
に
保
護
者
に
感
染
症
名
を
伝
え
る
必
要
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。
３
月
中
旬
に
園
児
の
感
染
を
確
認
し
た
時
、

保
健
所
・
市
・
保
育
所
で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
、

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
動
い
た
の
か
。

答
（
市
側
）
　
３
月
中
旬
の
感
染
に
関
し
て
は
、
保
護
者
か
ら

保
育
所
に
連
絡
が
あ
り
、
園
児
１
名
が
感
染
し
た
こ
と
を
確

認
し
、
市
役
所
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
保
育
所
で
は
、

職
員
間
で
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
症
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
に
沿
っ
て
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
た
。
乙
訓
保
健

所
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
感
染
さ
れ
た
園
児

の
家
族
へ
の
健
康
調
査
や
感
染
予
防
の
指
導
を
は
じ
め
、
感

染
源
や
感
染
経
路
な
ど
を
調
査
さ
れ
て
い
た
。

３月中旬のＯ－１５７
感染への対応は
公明党
石井　啓子

問
（
議
員
）
　
各
自
治
体
が
判
断
し
て
出
す
避
難
情
報
な
ど
は
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
組

み
合
せ
て
発
信
す
る
運
用
と
な
り
、
全
国
的
に
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
災
害
の
切
迫
度
を
５
段
階
に
分
け
て
示
し
、
取
る

べ
き
行
動
が
直
感
的
に
わ
か
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の
発
生
に
気
を
使
う
時
期
と
な
る
が
、

本
市
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
（
市
側
）
　
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
発
信
は
、
本
市
の
地
域

防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
を
参
考

に
、
６
月
以
降
は
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
の
発

令
に
合
わ
せ
て
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示

の
発
令
に
合
わ
せ
て
警
戒
レ
ベ
ル
４
を
、
既
に
災
害
が
発
生

し
て
い
る
と
き
は
警
戒
レ
ベ
ル
５
を
発
令
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
場
合
に
は
、
警
戒
レ
ベ
ル

を
合
わ
せ
て
発
令
し
、
市
民
が
と
る
べ
き
避
難
行
動
を
的
確

に
発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

避難情報と警戒レベルの
組み合わせは
輝（かがやき）
綿谷　正已

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
京
都
府
立
向
日
が
丘
支
援
学
校
周

辺
を
福
祉
エ
リ
ア
と
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竹
寿
苑
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的

に
整
備
し
、
福
祉
と
教
育
の
連
携
機
能
、
福
祉
人
材
育
成
機

能
、
地
域
共
生
機
能
を
持
た
せ
た
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
を

京
都
府
と
共
に
計
画
し
て
い
る
。
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
後
は
、
京
都
府
に
お
け
る
向
日
が
丘
支
援
学

校
の
施
設
整
備
に
係
る
検
討
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

土
地
利
用
に
係
る
協
議
・
調
整
や
、
本
市
と
し
て
の
都
市
計

画
策
定
に
係
る
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
基
本
計
画
の
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
８
年
間
を
目
途
と
し
て
い
る
が
、

支
援
学
校
の
整
備
方
針
や
手
法
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大

き
く
変
動
す
る
た
め
、
今
後
も
京
都
府
と
密
接
な
連
携
・
協

議
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

共生型福祉施設の
今後の展開は
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）
　
今
回
の
滝
ノ
町
保
育
所
の
Ｏ‐

１
５
７
の
事
案

に
お
い
て
、
保
健
所
や
保
健
所
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
分
析

と
評
価
を
お
こ
な
い
、
市
民
の
不
安
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、

結
果
を
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
乙
訓
保
健
所
が
感
染
源

や
感
染
経
路
な
ど
に
関
す
る
疫
学
調
査
を
実
施
さ
れ
、
国
立

感
染
症
研
究
所
の
協
力
を
得
て
ま
と
め
た
検
証
結
果
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。
保
健
所
か
ら
は
、
早
い
段
階
で
保
育
所
提

供
の
給
食
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
の
見
解
を
受
け

て
お
り
、
検
証
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
一
園
内

で
約
２
カ
月
の
間
に
園
児
６
名
が
感
染
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
関
連
性
の
検
証
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
感
染
源
や

感
染
経
路
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
一
連
の
経
緯
や
対
応
策
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
保
健
所

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
開
示
や
取
り
組
み
方
針
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

専門家による検証結果
の開示は
輝（かがやき）
宮小路　康文 ■避難をする人■感染症対策の見直しを■向日が丘支援学校■専門機関の検証を

■馬場１丁目交差点■高まる保育士の需要

議会

TO
PIC
 03議会

TO
PIC
 03 7 月 17日（水）　乙訓高校で主権者教育出前授業を行いました！

　本市議会は、市民に開かれた議会をめざ
しさまざまな取り組みを実施しています。
　その一環として、昨年の西乙訓高校に引
き続いて、今年度は乙訓高校と連携し、間
もなく有権者となる高校生の主権者意識
の向上を図るとともに、議会をより身近に
感じてもらうことを目的として、主権者教育
出前授業を実施しました。
　生徒たちは、「長岡京市のここがちょっと
…」と思うことを発表した後、議員との交流
をかねて意見交換会を行いました。

生徒の声

議員さんは堅苦しいイメージだっ
たが、話してみるとそんなことはな
く、自分たちのことを考えて動い
てくれていると思った。選挙権を得
た時には、自分の考えをしっかりと
持って投票に臨みたい。

自分たちの発表に対して、議員さ
んがうなずいたり、メモをとったり
してくれてやりやすかった。意見交
換では、議員さんの体験談や、昔は
どうやったという話が聞けて楽し
かった。

生徒と議員の交流では、議員へ
の質問や、さまざまな話題による
意見交換が繰り広げられました。

市のいいところや危ない体験談、魅力アップへの提案などの発表

教育現場のフォントについてその他の
一般質問 生涯学習に関してその他の

一般質問 学校施設等における空調設備についてその他の
一般質問 住民自治の促進について／環境政策についてその他の

一般質問

長岡京市上下水道ビジョン（経営戦略）につい
て/京都府総合防災訓練について

その他の
一般質問

続「市民生活最優先」の市政運営について/市民参画と協働の市政運営について/
「市庁舎等再編整備基本設計案」について/ゴミ減量と「指定ゴミ袋制導入」に
ついて/「地域公共交通ビジョン」の後半５年間の公共交通について

その他の
一般質問
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問
（
議
員
）
　
先
日
、
大
津
市
で
信
号
待
ち
の
園
児
の
列
に
車

が
突
っ
込
ん
だ
痛
ま
し
い
事
故
で
は
、
多
く
の
死
傷
者
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
も
全
国
で
交
差
点
事
故
が
相
次
い
で
起
こ

っ
て
い
る
。
こ
の
事
故
の
教
訓
か
ら
、
道
路
の
管
理
責
任
を

問
わ
ず
、
信
号
機
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
長
岡
京
市
内
の
交

差
点
と
、
そ
の
周
辺
の
待
機
場
所
な
ど
の
安
全
確
保
の
調
査

や
、
計
画
的
対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
早
急
に
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
そ
の
見
通
し
は
。

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
５
月
13
日
か
ら
、
市
内
の
市
道
に

限
ら
ず
、
制
限
速
度
が
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幹
線
道
路

に
お
け
る
主
要
な
交
差
点
に
お
い
て
、
向
日
町
警
察
署
と
と

も
に
現
場
調
査
を
行
い
、
各
交
差
点
の
安
全
対
策
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
保
育

園
や
幼
稚
園
な
ど
の
安
全
点
検
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
、
向

日
町
警
察
署
と
協
議
し
、
緊
急
度
や
優
先
度
を
見
定
め
た
上

で
計
画
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

歩行者の安全確保の
見通しは
日本共産党
浜野　利夫

問
（
議
員
）
　
待
機
児
童
問
題
解
消
の
政
策
に
、
保
育
士
宿
舎

借
り
上
げ
支
援
事
業
が
あ
る
。
支
援
事
業
は
、
国
や
自
治
体

が
保
育
園
に
対
し
て
保
育
士
の
住
宅
費
用
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
保
育
士
の
人
材
確
保
な
ど
を
進
め
る
政
策
で
あ
り
、
ま

た
、
家
賃
負
担
を
減
ら
せ
る
な
ど
、
働
き
始
め
の
保
育
士
を

応
援
す
る
制
度
で
も
あ
る
。
本
市
で
も
支
援
事
業
を
活
用
し
、

市
内
に
住
ん
で
も
ら
い
、
市
民
と
し
て
活
躍
す
る
保
育
士
の

確
保
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
（
市
側
）
　
保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
は
、
保
育
士

の
就
業
の
継
続
や
離
職
の
防
止
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
保

育
施
設
等
の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
依
然
課
題
が
残

っ
て
い
る
。
本
市
に
と
っ
て
支
援
事
業
の
効
果
が
ど
の
程
度

期
待
で
き
る
の
か
を
含
め
、
他
市
で
の
保
育
士
の
人
材
確
保

策
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

保育士宿舎借り上げ
支援事業の活用を
公明党
山本　智

問
（
議
員
）
　
抵
抗
力
が
弱
く
身
体
の
機
能
が
未
熟
な
乳
幼
児

が
集
団
生
活
を
し
て
い
る
保
育
所
な
ど
の
場
に
お
い
て
は
、

感
染
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
育
所
の
全
職
員
が
情
報
を
共

有
し
、
速
や
か
に
保
護
者
に
感
染
症
名
を
伝
え
る
必
要
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。
３
月
中
旬
に
園
児
の
感
染
を
確
認
し
た
時
、

保
健
所
・
市
・
保
育
所
で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
、

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
動
い
た
の
か
。

答
（
市
側
）
　
３
月
中
旬
の
感
染
に
関
し
て
は
、
保
護
者
か
ら

保
育
所
に
連
絡
が
あ
り
、
園
児
１
名
が
感
染
し
た
こ
と
を
確

認
し
、
市
役
所
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
保
育
所
で
は
、

職
員
間
で
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
感
染
症
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
に
沿
っ
て
衛
生
管
理
に
努
め
て
い
た
。
乙
訓
保
健

所
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
感
染
さ
れ
た
園
児

の
家
族
へ
の
健
康
調
査
や
感
染
予
防
の
指
導
を
は
じ
め
、
感

染
源
や
感
染
経
路
な
ど
を
調
査
さ
れ
て
い
た
。

３月中旬のＯ－１５７
感染への対応は
公明党
石井　啓子

問
（
議
員
）
　
各
自
治
体
が
判
断
し
て
出
す
避
難
情
報
な
ど
は
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
組

み
合
せ
て
発
信
す
る
運
用
と
な
り
、
全
国
的
に
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
災
害
の
切
迫
度
を
５
段
階
に
分
け
て
示
し
、
取
る

べ
き
行
動
が
直
感
的
に
わ
か
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
大
雨
や
台
風
の
発
生
に
気
を
使
う
時
期
と
な
る
が
、

本
市
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
（
市
側
）
　
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
発
信
は
、
本
市
の
地
域

防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
を
参
考

に
、
６
月
以
降
は
、
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
の
発

令
に
合
わ
せ
て
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示

の
発
令
に
合
わ
せ
て
警
戒
レ
ベ
ル
４
を
、
既
に
災
害
が
発
生

し
て
い
る
と
き
は
警
戒
レ
ベ
ル
５
を
発
令
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
場
合
に
は
、
警
戒
レ
ベ
ル

を
合
わ
せ
て
発
令
し
、
市
民
が
と
る
べ
き
避
難
行
動
を
的
確

に
発
信
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

避難情報と警戒レベルの
組み合わせは
輝（かがやき）
綿谷　正已

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
京
都
府
立
向
日
が
丘
支
援
学
校
周

辺
を
福
祉
エ
リ
ア
と
し
て
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竹
寿
苑
、

地
域
生
活
支
援
拠
点
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的

に
整
備
し
、
福
祉
と
教
育
の
連
携
機
能
、
福
祉
人
材
育
成
機

能
、
地
域
共
生
機
能
を
持
た
せ
た
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
を

京
都
府
と
共
に
計
画
し
て
い
る
。
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
（
市
側
）
　
今
後
は
、
京
都
府
に
お
け
る
向
日
が
丘
支
援
学

校
の
施
設
整
備
に
係
る
検
討
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

土
地
利
用
に
係
る
協
議
・
調
整
や
、
本
市
と
し
て
の
都
市
計

画
策
定
に
係
る
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
。
基
本
計
画
の
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
８
年
間
を
目
途
と
し
て
い
る
が
、

支
援
学
校
の
整
備
方
針
や
手
法
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大

き
く
変
動
す
る
た
め
、
今
後
も
京
都
府
と
密
接
な
連
携
・
協

議
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

共生型福祉施設の
今後の展開は
平成市民クラブ
寺嶋　智美

問
（
議
員
）
　
今
回
の
滝
ノ
町
保
育
所
の
Ｏ‐
１
５
７
の
事
案

に
お
い
て
、
保
健
所
や
保
健
所
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
分
析

と
評
価
を
お
こ
な
い
、
市
民
の
不
安
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、

結
果
を
開
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
こ
の
事
案
に
お
い
て
、
乙
訓
保
健
所
が
感
染
源

や
感
染
経
路
な
ど
に
関
す
る
疫
学
調
査
を
実
施
さ
れ
、
国
立

感
染
症
研
究
所
の
協
力
を
得
て
ま
と
め
た
検
証
結
果
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。
保
健
所
か
ら
は
、
早
い
段
階
で
保
育
所
提

供
の
給
食
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
の
見
解
を
受
け

て
お
り
、
検
証
結
果
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
一
園
内

で
約
２
カ
月
の
間
に
園
児
６
名
が
感
染
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
関
連
性
の
検
証
が
行
わ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
感
染
源
や

感
染
経
路
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
一
連
の
経
緯
や
対
応
策
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
保
健
所

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
開
示
や
取
り
組
み
方
針
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

専門家による検証結果
の開示は
輝（かがやき）
宮小路　康文 ■避難をする人■感染症対策の見直しを■向日が丘支援学校■専門機関の検証を

■馬場１丁目交差点■高まる保育士の需要

議会

TO
PIC
 03議会

TO
PIC
 03 7 月 17日（水）　乙訓高校で主権者教育出前授業を行いました！

　本市議会は、市民に開かれた議会をめざ
しさまざまな取り組みを実施しています。
　その一環として、昨年の西乙訓高校に引
き続いて、今年度は乙訓高校と連携し、間
もなく有権者となる高校生の主権者意識
の向上を図るとともに、議会をより身近に
感じてもらうことを目的として、主権者教育
出前授業を実施しました。
　生徒たちは、「長岡京市のここがちょっと
…」と思うことを発表した後、議員との交流
をかねて意見交換会を行いました。

生徒の声

議員さんは堅苦しいイメージだっ
たが、話してみるとそんなことはな
く、自分たちのことを考えて動い
てくれていると思った。選挙権を得
た時には、自分の考えをしっかりと
持って投票に臨みたい。

自分たちの発表に対して、議員さ
んがうなずいたり、メモをとったり
してくれてやりやすかった。意見交
換では、議員さんの体験談や、昔は
どうやったという話が聞けて楽し
かった。

生徒と議員の交流では、議員へ
の質問や、さまざまな話題による
意見交換が繰り広げられました。

市のいいところや危ない体験談、魅力アップへの提案などの発表

教育現場のフォントについてその他の
一般質問 生涯学習に関してその他の

一般質問 学校施設等における空調設備についてその他の
一般質問 住民自治の促進について／環境政策についてその他の

一般質問

長岡京市上下水道ビジョン（経営戦略）につい
て/京都府総合防災訓練について

その他の
一般質問

続「市民生活最優先」の市政運営について/市民参画と協働の市政運営について/
「市庁舎等再編整備基本設計案」について/ゴミ減量と「指定ゴミ袋制導入」に
ついて/「地域公共交通ビジョン」の後半５年間の公共交通について

その他の
一般質問


